
下馬図書館 不定期企画 人と街と歴史を訪ねて 第1回 

100年前、三茶に映画館がやってきた 
― 石橋楼（信楽）と三軒茶屋電気館 

 

二
〇
二
五
年
、
世
田
谷
で
初
の
映
画
館
が
三
軒
茶
屋
の
地
に
オ
ー
プ
ン
し

て
一
〇
〇
年
を
迎
え
ま
す
。
映
画
が
「娯
楽
の
王
様
」だ
っ
た
昭
和
の
時
代
、

三
軒
茶
屋
に
は
い
く
つ
も
の
映
画
館
が
あ
り
、
「映
画
の
町
」と
し
て
も
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

終
戦
の
年
か
ら
一
二
年
間
を
三
軒
茶
屋
で
暮
ら
し
た
作
家
の
山
田
風
太
郎

は
著
書
「戦
中
派
焼
け
跡
日
記
」（小
学
館
）
に
身
近
な
社
会
動
向
や
当
地
の
ヤ

ミ
市
の
様
子
、
鑑
賞
し
た
映
画
等
に
つ
い
て
記
し
て
い
ま
す
。 

         

林
長
二
郎
・田
中
絹
代
主
演
の
「お
夏
清
十
郎
」は
一
九
三
六
（昭
和
一
一
）

年
の
松
竹
キ
ネ
マ
の
作
品
（キ
ネ
マ
旬
報
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
照
）
で
、
終
戦
直
後
は
娯
楽
映

画
の
製
作
が
困
難
で
、
戦
前
の
フ
ィ
ル
ム
が
上
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
江
口
夜
詩
と
は
一
九
四
八
（昭
和
二
三
）年
の
大
ヒ
ッ
ト

曲
「憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
」や
戦
時
歌
謡
「月
月
火
水
木
金
金
」等
で
知
ら
れ

る
作
曲
家
で
「大
衆
音
楽
の
父
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
一
九
三
九
（昭
和
一

四
）年
、
三
軒
茶
屋
の
仲
見
世
百
貨
店
（現
在
の
エ
コ
ー
仲
見
世
商
店
街
の
前

身
）の
二
階
に
「国
民
音
楽
院
」を
設
立
し
て
い
ま
す
（「石
橋
楼
覚
書
」山
本
澪
他
著 

三
軒
茶
屋
石
橋
楼
、
「三
軒
茶
屋
文
士
町
文
化
地
図
」き
む
ら
け
ん
著 

北
沢
川
文
化
遺
産
保
存
の

会
、
「江
口
夜
詩
関
係
年
譜
」大
垣
市
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
照
）
。
詳
細
は
不
明
で
す
が
山
田
の

記
述
か
ら
、
こ
の
時
に
、
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
で
は
映
画
の
上
映
に
加
え
、

江
口
夜
詩
の
門
下
生
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
事
が
分
か
り
ま
す
。

同
館
で
は
戦
前
に
は
映
画
だ
け
で
は
無
く
、
浪
曲
大
会
や
世
田
谷
警
察
署

主
催
の
衛
生
映
画
の
上
映
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
お
り
（「資
料
館
だ
よ
り 

Ｎ
ｏ
．

７
５
」二
〇
二
二
年
三
月 

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
）
、
終
戦
後
も
商
業
映
画
の
上
映
に

と
ど
ま
ら
な
い
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

「各
財
閥
が
至
る
と
こ
ろ
に
映
画
館
を
造
り
出
す
旨
、
紙
上
に
報
ぜ
ら
れ

し
が
（中
略
）
三
軒
茶
屋
で
も
世
田
谷
郵
便
局
の
前
に
や
は
り
映
画
館
が
建

ち
は
じ
め
た
。
」（昭
和
二
一
年
五
月
一
一
日
） 

「三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
に
林
長
二
郎
田
中
絹
代
『お
夏
清
十
郎
』を
観
に

ゆ
く
。
江
口
夜
詩
歌
謡
団
な
る
も
の
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
あ
り
、
田
中
は
実

に
大
女
優
也
、
場
末
の
劇
場
の
観
衆
―
日
比
谷
な
ど
の
壮
大
な
る
劇
場

と
は
異
れ
る
愛
す
べ
き
和
や
か
な
る
雰
囲
気
。
」（昭
和
二
一
年
八
月
九
日
） 

世田谷区立下馬図書館                            2025年9月12日発行 

世田谷で初の映画館「駒沢電気館」（後の三軒茶屋電気館、三軒茶屋映画

劇場） 昭和13年9月1日撮影 （山本一雄氏提供） 

1907（明治四十）年の玉電開通時の様子を描いた石橋楼絵図 

石橋楼は現在の世田谷通りと国道246の交差点の角にありました 

仲見世百貨店の新装開店（昭和12年） 

「世田谷区の100年」（いき出版）より 

「三軒茶屋中央劇場」は外壁の河童のキャラクターも親しまれ、三軒茶屋

映画劇場の姉妹館でもあった。（「港町キネマ通り」大屋尚浩氏提供） 

こ
と
な 

よ 

し 



世
田
谷
で
初
の
映
画
館
「
駒
沢
電
気
館
」 

 
一
九
二
五
（大
正
一
四
）
年
、
世
田
谷
で
初
と
な
る
映
画
館
「駒
沢
電
気
館
」が
駒
沢
村
上
馬
引

沢
一
五
八
（
現
在
の
三
軒
茶
屋
二
丁
目
）
に
開
館
し
ま
す
。
定
員
四
六
九
名
、
無
声
映
画
の
伴
奏

の
為
の
ピ
ア
ノ
な
ど
も
設
え
て
い
ま
し
た
。
開
設
主
の
山
本
善
太
郎
は
上
馬
引
沢
の
旧
家
の
出

身
で
し
た
が
、
映
画
館
に
続
き
、
一
九
二
七
（昭
和
二
）
年
に
は
先
述
の
仲
見
世
百
貨
店
も
開
設

し
て
い
ま
す
。 

 

駒
沢
電
気
館
が
開
設
さ
れ
る
四
年
前
の
一
九
二
一
（大
正
一
〇
）
年
、
次
の
文
書
が
記
さ
れ
ま

し
た
。 

        

こ
れ
は
「三
軒
の
茶
屋
」の
一
つ
で
あ
る
石
橋
楼
（
元
の
信
楽
）※
の
経
営
者
だ
っ
た
山
本

に

よ
る
「
山
本
家
改
革
次
第
書
」（一
九
二
一
〔大
正
一
〇
〕年 

「石
橋
楼
覚
書
」に
掲
載
）
で
す
。

は
近
代
的
な

経
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
始
め
と
す
る
石
橋
楼
の
経
営
の
変
革
を
決
意
、
親
族
や
付
き
合
い
の

深
い
近
隣
を
招
い
て
の
会
議
で
の
結
論
を
ま
と
め
た
こ
の
文
書
に
は
映
画
館
開
設
計
画
も
含

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
駒
沢
電
気
館
が
開
設
さ
れ
た
の
と
同
年
、

は
石
橋
楼
を
建
て
替
え
、
喫

茶
部
と
玩
具
部
に
よ
る
石
橋
屋
商
店
に
衣
替
え
し
ま
す
。
石
橋
屋
商
店
は
ネ
オ
ン
看
板
、
マ
ホ

ガ
ニ
ー
材
や
良
質
の
藤
製
に
統
一
さ
れ
た
ア
ー
ル
デ
コ
風
の
内
装
な
ど
高
級
感
が
あ
ふ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 

渋
谷
方
面
か
ら
大
山
街
道
（現
二
四
六
）
を
下
っ
た
、
三
軒
茶
屋
の
分
か
れ
道
の
角
地
に
あ
っ

た
料
亭
旅
館
が
舶
来
品
に
囲
ま
れ
た
高
級
商
店
へ
と
近
代
化
し
、
さ
ら
に
映
画
館
や
百
貨
店
が

立
ち
並
ぶ
な
ど
、
街
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
こ
の
頃
の
周
辺
の
地

図
な
ど
を
眺
め
て
み
る
と
、
表
通
り
に
沿
っ
て
写
真
館
や
カ
フ
ェ
、
電
気
屋
等
が
立
ち
並
ぶ
賑

や
か
な
街
並
み
が
伺
え
る
一
方
、
表
通
り
か
ら
一
本
道
を
入
る
と
田
畑
も
多
く
残
る
エ
リ
ア
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

※
「三
軒
茶
屋
」の
地
名
は
、
現
在
の
三
軒
茶
屋
交
差
点
の
周
辺
に
、
信
楽
（後
の
石
橋
楼
）・角
屋
・田
中
屋
の
三

軒
の
茶
屋
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
ま
た
、
善
太
郎
と

は
同
じ
山
本
姓
で
す
が
、
親
族
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

電
気
館
と
石
橋
楼
の
そ
の
後 

  

一
九
三
二
（昭
和
七
）年
、
世
田
谷
区
の
発
足
に
よ
り
「駒
沢
村
」か
ら
「世
田
谷
区
三
軒
茶
屋
」

に
地
名
が
変
わ
り
、
「駒
沢
電
気
館
」は
「三
軒
茶
屋
電
気
館
」に
名
前
を
改
め
ま
す
。
そ
し
て
映

画
も
活
動
弁
士
の
唸
り
で
楽
し
む
無
声
映
画
か
ら
ト
ー
キ
ー
へ
と
時
代
は
変
化
し
、
一
九
四
二

（昭
和
一
七
）年
、
改
修
工
事
と
共
に
「三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
」に
改
称
。
し
か
し
戦
況
は
悪
化

し
、
映
画
館
経
営
二
代
目
の
精
一
は
家
族
を
疎
開
さ
せ
、
自
身
は
一
人
で
劇
場
を
守
り
ま
す
。

そ
し
て
、
一
九
四
五
（昭
和
二
〇
）年
五
月
二
五
日
の
山
の
手
大
空
襲
で
三
軒
茶
屋
周
辺
は
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
火
の
手
が
迫
る
中
、
精
一
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
消
火
に
努
め
ま
す
が
、

つ
い
に
劇
場
は
焼
け
落
ち
、
周
辺
は
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。
終
戦
を
挟
ん
だ
翌
年
七
月
、

同
じ
場
所
に
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
は
再
建
さ
れ
営
業
を
再
開
、
山
田
風
太
郎
が
訪
れ
た
八
月

初
旬
は
再
開
の
直
後
だ
っ
た
と
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
姉
妹
館
と
し
て
世
田
谷
中
央
劇
場

（後
の
三
軒
茶
屋
中
央
劇
場
、
こ
の
周
辺
で
初
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
建
物
。
ま
た
、
壁

面
を
飾
っ
た
河
童
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
も
親
し
ま
れ
た
）が
一
九
五
二
（昭
和
二
七
）年
に
開
業

し
ま
す
。
戦
後
復
興
と
高
度
経
済
成
長
で
映
画
の
人
気
は
さ
ら
に
高
ま
り
、
周
囲
に
映
画
館
が

林
立
し
た
黄
金
期
を
迎
え
ま
す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
や
娯
楽
の
多
様
化
で
映
画
の
興
隆

は
陰
り
、
三
軒
茶
屋
映
画
劇
場
は
一
九
九
二
（平
成
四
）年
に
、
三
軒
茶
屋
中
央
劇
場
は
二
〇

一
三
（平
成
二
五
）年
に
閉
館
し
ま
す
。 

 

一
方
の
石
橋
屋
商
店
は
一
九
三
六
（昭
和
一
一
）年
、
区
画
整
理
の
為
に
店
舗
を
移
転
、
一
階

は
喫
茶
と
洋
食
、
二
階
は
宴
会
場
か
ら
成
る
「茶
寮
イ
シ
バ
シ
」に
改
め
ま
す
。
し
か
し
、
太
平

洋
戦
争
の
戦
況
悪
化
に
伴
う
建
物
強
制
疎
開
（道
路
に
面
し
た
建
物
を
取
り
壊
し
、
道
幅
を
拡
げ
、
空
襲
に
よ

る
火
災
延
焼
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
た
）
に
よ
っ
て
店
舗
は
失
わ
れ
、
「三
軒
の
茶
屋
」の
一
つ
で
あ
っ
た

「石
橋
楼
（信
楽
）」の
歴
史
は
幕
を
閉
じ
ま
す
。
※
仲
見
世
百
貨
店
も
同
様
に
空
襲
対
策
の
為
に
取
り
壊
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
山
本

・善
太
郎
の
両
氏
が
一
〇
〇
年
以
上
前
に
話
し
合
っ
た
映
画
館
や
飲
食
店

の
運
営
を
通
じ
て
「村
内
発
展
に
資
ス
ヲ
得
ベ
シ
」と
い
う
公
共
性
や
地
域
の
発
展
と
い
う
目

的
は
十
二
分
に
果
た
さ
れ
、
今
日
の
賑
や
か
な
三
軒
茶
屋
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
無
い

で
し
ょ
う
か
。 

 

映
画
館
経
営
の
三
代
目
で
あ
る
山
本
一
雄
氏
に
伺
っ
た
お
話
と
左
記
の
資
料
を
参
考
に
し
ま
し
た 

参
考
文
献
：「石
橋
楼
覚
書
」三
軒
茶
屋
石
橋
楼 

二
〇
〇
六
年
、
「資
料
館
だ
よ
り 

Ｎ
ｏ
．
７
５
」
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館 

二
〇
二
二
年
三
月
、
「ふ
る
さ
と
世
田
谷
を
語
る 

池
尻
・三
宿
・太
子
堂
・若
林
・三
軒
茶
屋
」世
田
谷
区 

一
九
九
四
年
、 

「Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 

Ｏ
Ｆ 

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ａ
」世
田
谷
区
都
市
整
備
公
社 
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「我
レ
独
特
ノ
考
ト
母
上
始
家
族
一
同
ハ
元
ヨ
リ
（中
略
）
山
本
新
太
郎
氏
、
仝
善
太
郎
氏
ノ

意
見
ヲ
総
合
参
酌
テ
茲
ニ
我
が
決
心
ヲ
為
ス
（中
略
） 

十
、
（中
略
）
活
動
写
真
館
ヲ
建
設
ス
ル
計
画
モ
ア
リ
、
然
ル
時
ハ
之
ヲ
臨
時
ニ
公
会
場
ト
モ

シ
、
又
貸
席
ト
モ
ス
ル
都
合
ニ
シ
テ
、
村
内
発
展
に
資
ス
ヲ
得
ベ
シ
、 

十
一
、
右
活
動
写
真
館
ヲ
設
ク
ル
ト
キ
ハ
（中
略
）
写
真
館
入
口
近
ク
飲
食
店
（シ
ル
コ
、
サ
イ

ダ
ー
、
氷
水
、
菓
子
等
）ヲ
設
ク
ル
計
画
モ
ア
リ
」（太
字
と
ル
ビ
は
下
馬
図
書
館
に
よ
る
） 

ど
う 

こ
こ 

み
お 

本紙は2025年9月12日ー11月12日に下馬図書館で実施したパネル展を再構成したものです 


